
ご　あ　ん　な　い

母校創立百十周年記念
東京都立工芸高等学校は、本年、創立110周年を迎えます。
これを記念して記念行事が行われますので、ご案内します。

＊創立百十周年記念式典
　平成29年 5月28日㈰
　文京シビックホール大ホールにおいて母校主催で行われます。
　出席者は母校からの招待者、学校関係者及び在校生です。

＊創立百十周年記念祝賀会
　日時：平成29年 5月28日㈰�午後 6時
　会場：ホテル東京ガーデンパレス
　主催：築地工芸会 ／ 全日制PTA ／ 定時制PTA

創立百十周年記念祝賀会のご案内
築地工芸会と全日制PTA・定時制PTAは、協力して記念祝賀会を開催します。
皆さま奮ってご参加くださいますよう、ご案内します。

日時：平成29年 5月28日㈰　午後 6時開始（受付：午後5時30分より）

会場：ホテル東京ガーデンパレス
　　　東京都文京区湯島1‒7‒5　TEL 03‒3813‒6211

会費：7000円
● 当日は、各科の若手卒業生によるショートプレゼン

テーション、工芸合唱団による演奏も予定していま
す。どうぞお楽しみに！

◆  祝賀会にご出席の方は、同封のハガキに必要事項を
ご記入の上、必ず4月25日までに投函をお願いし
ます。

◆ 会費：7000円はできるだけ郵便局用の振込用紙で
お振込みください。

東京ガーデンパレス
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誠
実　

元
気

信
愛　

規
律



築
地
工
芸
会　

会
長

㈲
坂
巻
工
芸
社

代
表
取
締
役

坂　

巻　

章　

雄

（
昭
55
・
Ａ
卒
）

�

築
地
工
芸
会　

理
事

㈱
ス
パ
イ
ク

代
表
取
締
役

桜　

井　

洋　

一

（
昭
43
・
Ｆ
卒
）

�

㈲
砂
口
製
作
所�

代
表
取
締
役

砂　

口　

政　

範

（
昭
30
・
Ｍ
卒
）

「
水
平
開
き
ノ
ー
ト
」
発
売
元

㈲
中
村
印
刷
所�

代
表
取
締
役

中　

村　

輝　

雄

（
昭
38
・
Ｐ
卒
）

築
地
工
芸
会�

理
事

中　

山　
　
　

清

（
昭
33
・
Ｍ
卒
）

関
西
工
芸
会�

会
長

丸　

山　

士　

郎

（
昭
43
・
Ａ
卒
）

撮影・神山隆夫（昭43・A卒）

㈱
フ
ォ
レ
ス
ト�

代
表
取
締
役

会
長茂　

木　

益　

雄

（
昭
30
・
Ｐ
卒
）

中
京
工
芸
会�

副
会
長

五
反
田　
　
　

稔

（
昭
35
・
Ｍ
卒
）

中
京
工
芸
会�

会
長

下
山
田　

信
一
郎

（
昭
23
・
Ｍ
卒
）

㈱
ソ
フ
ケ
ン��

代
表
取
締
役

駒　

村　

武　

夫

（
昭
40
・
Ｄ
卒
）

築
地
工
芸
会�

副
会
長

梶　
　
　

広　

幸

（
昭
44
・
Ｄ
卒
）

築
地
工
芸
会�

監
事

㈲
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ム

代
表
取
締
役

細　

江　

邦　

雄

（
昭
41
・
Ｍ
卒
）

�

㈲
東
新
幸
社��

代
表
取
締
役

井　

上　

正　

治

（
昭
42
・
Ａ
卒
）

築
地
工
芸
会�

理
事

神　

山　

隆　

夫

（
昭
43
・
Ａ
卒
）

㈱
た
き
工
房　

㈱
日
本
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ォ
ト

㈱
ワ
ー
ク
ア
ッ
プ
た
き　

㈱
イ
ン
パ
ク
ト
た
き

㈱
タ
ク
ト��

㈱
ブ
ラ
ン　

㈱
た
き
Ｃ
１

㈱
た
き
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

滝　

澤　

方　

美

（
昭
29
・
Ｄ
卒
）

石
原
エ
デ
ィ
タ
ー
事
務
所

石　

原　

義　

久

（
昭
30
・
Ｐ
卒
）

築
地
工
芸
会�

理
事

荒　

井　

拓　

哉

（
昭
35
・
Ｄ
卒
）
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築
地
工
芸
会
Ｍ
科
理
事
に

�

つ
い
て
お
願
い

　

現
在
、
副
会
長
の
私
を
含
め
理
事
は
、
高

齢
化
し
て
お
り
ま
す
、
旧
機
械
科
卒
の
メ
ン

バ
ー
の
み
で
す
。
マ
シ
ン
ク
ラ
フ
ト
出
身
の

理
事
さ
ん
を
広
く
募
集
し
た
い
と
思
い
、
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。
今
後
の
Ｍ
科
継
続
発

展
の
た
め
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
Ｍ

科
副
会
長
の
細
江
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

メ
ー
ル
：hosoe@

station-m
.co.jp

電　

話
：
０
９
０
－
３
０
９
３
－
８
４
４
４

築
地
工
芸
会　

Ｍ
科
副
会
長　

細
江　

邦
雄

３
．
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
作
品
展
示
に
つ
い
て
報
告

　

�　

Ｇ
科
の
展
示
は
工
芸
祭
ま
で
に
完
成
す

る
。
展
示
は
３
月
ま
で
で
、
以
降
、
Ｍ
科

の
展
示
の
予
定
。

４
．
工
芸
基
金
報
告
（
桜
井
理
事
）

　

�　

無
駄
な
も
の
に
は
使
わ
な
い
と
い
う
こ

と
を
念
頭
に
進
め
て
き
た
。
今
ま
で
も
無

駄
に
使
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

予
算
と
決
算
の
差
が
大
き
か
っ
た
の
で
そ

こ
を
是
正
し
た
。
５
０
０
万
円
位
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

５��

．
１
０
０
年
史
の
販
売
に
つ
い
て
（
伊
東

理
事
）

　
�　

今
年
も
工
芸
祭
の
受
付
の
横
で
、
１
０

０
年
史
と
会
報
の
紹
介
を
し
て
い
き
た

い
。

　

�　

工
芸
祭
で
の
販
売
か
ら
、
３
０
０
０
円

と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

６
．
そ
の
他

　

�　

本
を
出
版
す
る
方
は
、
工
芸
出
身
で
あ

る
こ
と
を
記
載
す
る
な
ど
、
工
芸
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
理
事
の
退
任
に
つ
い
て

　

左
記
の
理
事
は
本
人
の
ご
都
合
に
よ
り
、

理
事
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

Ａ
（
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
科
）

�

藤
澤　

幸
子
（
平
11
）

Ｍ
（
マ
シ
ン
ク
ラ
フ
ト
科
）

�

神
戸　

道
夫
（
昭
36
）

�

脇
嶋　

邦
雄
（
昭
36
）

◎
一
般
寄
付
・
ご
芳
名

　

昨
年
８
月
20
日
以
降
、
本
年
３
月
３
日
現

在
、
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
は

次
の
通
り
で
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

橘
正
春
、
岩
井
昌
代
、
丸
山
士
郎
、
田
代
智

隆
、
岩
井
輝
興
、
下
山
田
信
一
郎
、
西
田
篤

生
、
池
田
修
一
、
久
保
木
秋
徳

平
成
28
年
度
累
計

 

一
〇
九
、
二
〇
〇
円

◆
平
成
28
年
度

�

第
２
回
理
事
会
報
告

　

平
成
28
年
10
月
26
日
、
母
校
会
議
室
に
お

い
て
、
平
成
28
年
度
第
２
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

１
．
名
簿
発
行

　

�　

発
行
日
は
予
定
よ
り
１
～
２
週
間
遅
れ

る
が
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
築
地
工
芸

会
と
し
て
50
冊
保
管
す
る
。

２
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

�　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
て
４
か
月
を
過
ぎ

た
が
、
訪
問
数
は
約
６
０
０
、
会
員
登
録

は
１
８
９
名
で
少
な
い
。
今
後
、
広
告
の

お
願
い
に
力
を
入
れ
て
い
く
。
ま
た
、
工

芸
祭
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
在
校
生
に
も
会
員

応
募
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

「
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。」

＊�
皆
様
の
個
展
、
出
品
、
受
賞
、
ク
ラ
ス

会
等
の
様
子
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

郵
送
先
：
築
地
工
芸
会
（
工
芸
高
校
の
住
所
）

　

メ
ー
ル
送
付
先
：taquya@

nifty.com

◆
会
費
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

同
窓
会
会
報
発
行
費
用
、本
部
、中
京
・

関
西
支
部
の
活
動
費
用
な
ど
、
築
地
工
芸

会
は
皆
様
の
会
費
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
会
費
（
１
，
５
０
０
円
）
の
納
入
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
の

ご
芳
志
の
お
蔭
で
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま

す
。
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
ご
寄
付
を
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

事
務
局
よ
り

訃
報

　

前
回
の
会
報
１
６
７
号
以
後
、
本
会
宛
正

式
に
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
方
々
は
、
次
の

皆
様
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

（　

）
内
は
逝
去
さ
れ
た
日
で
す
。

高
島　
　

順
氏　

昭
11
・
Ｍ
卒
（
29
・
１
・
９
）

石
井　

謙
治
氏　

昭
10
・
Ｍ
卒
（
28
・
６
・
24
）

高
井　

英
一
氏　

昭
11
・
Ｐ
卒
（
28
・
５
・
11
）

守
山　

敏
光
氏　

昭
13
・
Ｍ
卒
（
27
・
５
・
９
）

西
本　

誠
一
氏　

昭
22
・
Ａ
卒
（
28
・
７
・
20
）

福
田　

重
信
氏　

昭
23
・
Ｆ
卒
（
28
・
８
・
21
）

田
中　

良
知
氏　

昭
25
・
Ｍ
卒
（
28
・
７
・
７
）

水
町　

文
信
氏　

昭
27
・
Ｐ
卒
（
26
・
１
・
21
）

小
林　

宣
雄
氏　

昭
28
・
Ａ
卒
（
28
・
４
・
８
）

宮
下　

俊
彦
氏　

昭
29
・
Ｍ
卒
（
28
・
12
・
８
）

高
橋　

則
弘
氏　

昭
30
・
Ａ
卒
（
28
・
６
・
21
）

吹
野　

長
年
氏　

昭
32
・
Ｍ
卒
（
26
・
７
・
10
）

斉
藤　

徳
松
氏　

昭
32
・
Ｍ
卒
（
28
・
５
・
７
）

秋
山　
　

融
氏　

昭
32
・
Ｍ
卒
（
28
・
８
・
９
）

畠
山　

健
治
氏　

昭
32
・
Ｍ
卒
（
28
・
11
・
16
）

杉
浦　

久
男
氏　

昭
32
・
Ｆ
卒
（
28
・
８
・
22
）

中
島　

健
治
氏　

昭
33
・
Ａ
卒
（
28
・
８
・
３
）

解
良　

達
功
氏　

昭
34
・
Ａ
卒
（
28
・
７
・
20
）

上
田
亜
沙
子
氏　

昭
35
・
Ａ
卒
（
27
・
５
）

森
田　

良
雄
氏　

昭
35
・
Ａ
卒
（
28
・
８
・
19
）

岡
野　

昌
重
氏　

昭
38
・
Ｍ
卒
（
28
・
12
・
６
）

田
中　

幸
雄
氏　

昭
45
・
Ｍ
卒
（
28
・
11
・
18
）
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し
た
も
の
の
、
そ
こ
で
の
新
た
な
金
属
と
の

出
会
い
に
よ
り
鋳
金
専
攻
へ
と
進
級
い
た
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
金
属
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
イ

メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
豊
か
な
加
工
性
や
素

材
の
表
情
の
造
形
性
に
魅
力
を
感
じ
、以
降
、

金
属
の
造
形
素
材
の
可
能
性
を
、
作
品
発
表

を
通
し
て
追
及
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
母
校
で
の
木
材
を
中
心
と
し
た
造

形
、
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
こ
と
が
、
今
日
ま

で
の
制
作
活
動
を
振
り
返
っ
て
も
、
確
実
に

金
属
の
造
形
表
現
へ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
新
た
な
刺
激
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、
造
形
活
動
を
続
け
て
い
き
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

や
地
球
を
含
む
無
数
の
星
が
円
盤
状
に
分
布

し
た
「
銀
河
」
と
呼
ば
れ
る
天
体
を
横
か
ら

見
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
形

を
も
超
越
し
た
姿
、
絶
対
の
存
在
へ
の
ロ
マ

ン
を
円
盤
─
楕
円
形
の
美
し
さ
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
素
材
の
生
地
の
美
し
さ
を
用
い
て
表
現

し
た
も
の
で
す
。

　

金
属
へ
の
こ
だ
わ
り
は
私
自
身
１
９
６
４

年
（
昭
和
39
年
）
母
校
室
内
工
芸
科
（
入
学

時
・
木
材
工
芸
科
）
卒
業
で
す
が
、
在
校
中

に
科
の
図
書
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
を
始
め
と
す

る
海
外
の
イ
ン
テ
リ
ア
・
空
間
デ
ザ
イ
ン
の

雑
誌
を
見
て
衝
撃
を
受
け
、
強
く
将
来
の
進

む
道
を
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
へ
と
導
か
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
芸
術
大
学
工
芸
科
に
入
学

　

２
０
１
６
年
６
月
13
日
に
日
本
芸
術
院
賞

授
賞
式
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
を

仰
ぎ
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
式
の
前
、
そ
し
て

式
後
に
招
待
を
受
け
ま
し
た
皇
居
宮
殿
に
於

い
て
天
皇
陛
下
ご
一
家
と
の
会
食
の
な
か
で

も
、
作
品
制
作
へ
の
思
い
等
も
謹
ん
で
お
話

を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
は
生
涯
忘
れ
え
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。
特
に
モ
チ
ー
フ
に
取
り
込
み
ま
し
た

楕
円
形
の
美
し
さ
、
造
形
素
材
と
し
て
の
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
へ
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
は
、

大
変
に
興
味
を
お
示
し
に
な
ら
れ
ま
し
て
、

精
一
杯
の
ご
説
明
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
こ

と
、
緊
張
の
極
み
で
あ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
「
宙そ

ら

の
河か

わ

」
の
制
作
意
図
と
い

た
し
ま
し
て
は
「
天
の
河
」
の
正
体
は
太
陽

平
成
27
年
度　

第
72
回

日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
さ
れ
た

春
山��
文
典
さ
ん�（
昭
和
39
年
・
Ｆ
卒
）

　

２
０
１
６
年
６
月
13
日
、
昭
和
39
年
室
内

工
芸
科
卒
の
春
山
文
典
さ
ん
は
日
本
芸
術
院

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
山
さ
ん
に
、
日
本
芸
術
院
賞
授
賞
式
で

感
じ
ら
れ
た
こ
と
、
受
賞
作
品
「
宙そ

ら

の
河か

わ

」

の
制
作
へ
の
思
い
、
工
芸
高
校
時
代
に
学
ん

だ
こ
と
、こ
れ
か
ら
の
造
形
活
動
に
つ
い
て
、

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

制作中の春山文典氏

第72回日本芸術院賞授賞式　2016年6月13日
国画会写真部会員　相澤實©

日本芸術院賞受賞作品「宙
そら

の河
かわ

」
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昭
和
60
年　

�

第
24
回
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

　
　
　
　
　

�

東
京
都
知
事
賞
（「
無む

限げ
ん

郷き
ょ
う」
に

対
し
て
）

平
成
３
年　

�

第
２
回
甲
府
市
ま
ち
な
か
の
彫

　
　
　
　
　

�

刻
展
大
賞
（
甲
府
市
賞
）（「
キ

ュ
ー
ビ
ッ
ク
の
森
」
に
対
し
て
）

平
成
12
年　

�

第
39
回
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

　
　
　
　
　

�

内
閣
総
理
大
臣
賞
（「
風
の
箱
」

に
対
し
て
）

平
成
12
年　

第
32
回
日
展
文
部
大
臣
賞

　
　
　
　
　
（「
風
の
門
」
に
対
し
て
）

平
成
28
年　

第
72
回
日
本
芸
術
院
賞

　
　
　
　
　
（「
宙そ

ら

の
河か

わ

」
に
対
し
て
）

春
山
文
典
さ
ん
の
受
賞
を
祝
っ
て
、

�

昭
和
39
年
Ｆ
科
卒
同
窓
会
を
開
催

　

平
成
28
年
６
月
13
日
に
昭
和
39
年
Ｆ
科
卒

の
春
山
文
典
君
が
作
品
名
「
宙そ

ら

の
河か

わ

」
で
日

本
芸
術
院
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
な

ら
ば
と
当
時
担
任
の
牛
込
源
晃
先
生
の
ご
自

宅
近
く
の
西
新
井
（
酔
香
園
）
に
て
報
告
会

も
兼
ね
、
昭
和
39
年
卒
の
同
窓
会
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

春
山
君
の
話
で
は
皇
居
で
の
天
皇
、皇
后
、

各
皇
族
の
ご
臨
席
の
も
と
食
事
会
で
は
緊
張

し
た
こ
と
と
陛
下
、
各
ご
皇
族
方
が
受
賞
者

の
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
ご

気
楽
に
会
話
を
楽
し
ま

れ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
話
と
昔
話
で

時
間
も
大
幅
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

�
（
加
藤　

博
巳
）

昭
和
46
年　

�

東
京
藝
術
大
学
院
美
術
研
究
科

　
　
　
　
　

工
芸
専
攻
鋳
金
研
究
分
野
修
了

昭
和
51
年　

第
15
回
日
本
現
代
工
芸
美
術

　
　
　
　
　

�

展
初
入
選
（「
時じ

・
間か

ん

」
に
対

し
て
）

昭
和
52
年　

第
９
回
日
展
初
入
選

�

（「
朝あ

さ

の
交こ

う

響き
ょ
う

盤ば
ん

」
に
対
し
て
）

昭
和
58
年　

第
22
回
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

　
　
　
　
　

審
査
員
（
後
12
回
）

平
成
元
年　

第
21
回
日
展
審
査
員（
後
５
回
）

平
成
９
年　

�

㈳
日
展
評
議
員
（
同
13
年
監

事
、
同
19
年
評
議
員
、
同
23
年

理
事
、
現
在
ま
で
＊
同
24
年
公

益
社
団
法
人
へ
移
行
）

平
成
14
年　

�

㈳
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
常
務

理
事
（
現
在
ま
で
＊
同
25
年
一

般
社
団
法
人
へ
移
行
）

平
成
16
年　

�
横
浜
美
術
短
期
大
学
学
長
（
同

22
年
横
浜
美
術
大
学
に
改
組　

平
成
28
年
３
月
ま
で
）

賞　
　

歴

昭
和
53
年　

�

第
17
回
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

現
代
工
芸
賞
（「
四
角
柱
イ
ン

ス
コ
ー
プ
」
に
対
し
て
）

昭
和
54
年　

�

第
18
回
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

現
代
工
芸
会
員
賞
（「
四
角
柱
イ

ン
・
ド
ッ
プ
ラ
ー
」
に
対
し
て
）

昭
和
54
年　

�

第
11
回
日
展
特
選
（「
四
角
柱
イ

ン
・
セ
ク
シ
ョ
ン
」
に
対
し
て
）

（
後
１
回
）

昭
和
54
年　

�

北
方
領
土
返
還
祈
念
シ
ン
ボ
ル

像
デ
ザ
イ
ン
公
募
最
優
秀
賞

工
芸
家

春
山　

文
典
（
は
る
や
ま　

ふ
み
の
り
）

昭
和
20
年
５
月
９
日　

長
野
県
生
ま
れ　

71
歳

日
本
芸
術
院
賞
授
賞
対
象

「
宙そ

ら

の
河か

わ

」（
平
成
27
年
改
組
新
第

２
回
日
展
出
品
作
）
に
対
し

授
賞
理
由

　

氏
は
、
鋳
金
と
い
う
ま
こ
と
に
根
気
と
努

力
を
要
す
る
業
を
永
年
に
わ
た
り
一
筋
に
歩

み
続
け
て
今
日
に
至
っ
た
作
家
で
あ
る
。

　

今
回
の
受
賞
作
も
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
自
然

現
象
に
深
い
目
を
注
ぎ
、
独
自
の
形
体
で
そ

の
夢
を
築
き
上
げ
た
。
固
い
素
材
で
あ
る
金

属
を
扱
い
な
が
ら
、
吹
き
渡
る
風
の
爽
や
か

さ
を
思
わ
せ
る
美
意
識
や
優
れ
た
技
法
に
よ

り
、
日
本
芸
術
院
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
一
作
で

あ
る
。

略　
　

歴

昭
和
39
年　

東
京
都
立
工
芸
高
等
学
校
室
内

　
　
　
　
　

工
芸
科
卒
業

昭
和
44
年　

��

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
工
芸

科
卒
業

I.F.パートナーズ特許事務所
弁理士　中山　清
（昭33年M科）

〒101-0064
東京都千代田区猿楽町2-8-16
　　　　　　　　　平田ビル8階
電話　03-5577-3025
FAX　03-5577-3027
Email　nakayama@ifpat.gr.jp
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昨
年
、
築
地
工
芸
会
の
会
員
名
簿
が
新
た

に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
名
簿
か
ら
当

地
区
に
新
た
に
17
名
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
先
ず
は
、
こ
の
方
々
の
存
在
を

明
ら
か
に
し
て
、
中
京
工
芸
会
の
名
簿
を
整

理
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
会
員

数
22
名
か
ら
大
幅
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
の
方
は
、

本
部
築
地
工
芸
会
経
由
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　

今
後
と
も
、
こ
の
「
総
会
」
と
「
節
分
会

（
役
員
会
）」
を
軸
に
、
先
輩
諸
氏
が
築
い
て

頂
い
た
「
工
芸
の
灯
」
を
絶
や
す
こ
と
な
く

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

中
京
工
芸
会
副
会
長

�

五
反
田　

稔
（
昭
35
・
Ｍ
卒
）

●
平
成
28
年
度　

関
西
工
芸
会
の
集
い

　

昨
年
の
11
月
５
日
に
第
56
回
目
と
な
る
関

西
工
芸
会
の
集
い
を
、
京
都
駅
ビ
ル
に
あ
る

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
塩
小
路
《
楽
粋
》
に
て
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
は
昨
年
に
引
き
続
き
出
席
し
て

下
さ
っ
た
元

金
属
工
芸
科

教
師
安
原
先

生
、
築
地
工

芸
会
よ
り
新

任
の
坂
巻
会

長
、
元
会
長

細
江
さ
ん
、

神
山
先
生
、

金
属
工
芸
科

京
工
芸
会
の
特
別
会
員
と
し
て
数
年
来
、
毎

年
御
来
名
頂
い
て
い
ま
す
。
大
変
嬉
し
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

細
江
副
会
長
の
お
骨
折
り
で
、
関
西
工
芸

会
と
の
交
流
が
始
り
ま
し
た
。
丸
山
会
長

（
Ｓ
43
年
Ａ
卒
）・
松
田
幹
事（
Ｈ
13
年
Ａ
卒
）

が
馳
せ
参
じ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
会
の
西
田
副
会
長
（
Ｓ
26
年
Ｍ
卒
）
は

療
養
快
復
、
渡
辺
会
員
（
Ｓ
32
年
Ｐ
卒
）
も

久
々
の
参
加
で
し
た
。
二
人
の
女
性
会
員
も

皆
さ
ん
の
中
に
溶
け
込
ん
で
頂
き
、
老
若
男

女
の
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
慕
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
き
っ
と
総
会
写
真
を
見
て
頂
け
る
と
、

そ
の
様
子
が
伺
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
２
月
３
日
㈮
は
、「
日
本
料
理　

大
森
」
の
女
将
と
若
女
将
が
「
節
分
会
」
に

ち
な
ん
で
、
能
の
「
翁
」「
楊
貴
妃
」
に
化

身
す
る
こ
と
を
機
に
、
中
京
工
芸
会
の
役
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
下
山
田

会
長
（
Ｓ
23
年
Ｍ
卒
）・
岩
佐
（
Ｓ
40
年
Ｄ

卒
）・
安
藤
（
Ｓ
35
年
Ｍ
卒
）・
長
谷
川
（
Ｓ

50
年
Ｄ
卒
）・
五
反
田
（
Ｓ
35
年
Ｍ
卒
）
の

５
名
で
し
た
。

　

今
年
Ｈ
29
年
の
中
京
工
芸
会

総
会
を
以
下
の
通
り
、
開
催
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

日
時
：�

２
０
１
７
年
10
月
15
日

㈰
12
時
～

場
所
：�

名
古
屋
能
楽
堂
内
「
日

本
料
理　

大
森
」

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
９
月

上
旬
ご
案
内
が
出
せ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

●
築
地
工
芸
会
支
部　

中
京
工
芸
会
便
り

　

中
京
工
芸
会
は
都
立
工
芸
高
校
を
巣
立
っ

て
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
に
在
住
の
工
芸
卒
業

生
の
集
い
で
す
。
会
員
相
互
の
親
睦
を
目
的

と
し
て
昭
和
38
年
設
立
以
来
、
毎
年
欠
か
さ

ず
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
16
日
㈰
に
は
名
古
屋　

能
楽
堂

内
に
新
装
移
転
し
た
「
日
本
料
理　

大
森
」

に
て
53
回
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
先
ず

は
、
当
中
京
工
芸
会
発
足
以
来
か
ら
の
会
員

で
あ
っ
た
小
井
戸
信
雄
（
Ｓ
29
年
Ｄ
卒
）
氏

の
ご
冥
福
を
祈
り
皆
さ
ん
と
黙
祷
を
捧
げ
、

下
山
田
会
長
（
Ｓ
23
年
Ｍ
卒
）
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

沢
山
の
お
客
様
、
久
々
に
出
席
し
て
下
さ

っ
た
会
員
で
、
総
勢
16
名
の
賑
や
か
な
総
会

で
し
た
。

　

築
地
工
芸
会
か
ら
は
坂
巻
会
長
（
Ｓ
55
年

Ａ
卒
）、
細
江
副
会
長
（
Ｓ
41
年
Ｍ
卒
）、
岩

崎
龍
二
会
員
（
Ｓ
35
年
Ｍ
卒
）
が
出
席
頂
き

ま
し
た
。
特
に
細
江
・
岩
崎
の
両
氏
は
、
中

卒
の
螺
鈿
ジ
ュ
エ
リ
ー
作
家
の
永
坂
景
子
さ

ん
が
入
洛
。

　

今
回
は
初
め
て
の
試
み
で
中
京
工
芸
会
と

の
交
流
の
集
い
で
も
あ
り
、
名
古
屋
か
ら
は

中
京
工
芸
会
下
山
田
会
長
と
五
反
田
副
会
長

の
お
二
人
が
出
席
し
て
下
さ
い
ま
し
た
！

　

関
西
工
芸
会
か
ら
は
91
歳
の
今
井
さ
ん
は

相
変
わ
ら
ず
背
筋
が
ピ
シ
ッ
と
姿
勢
も
元
気

も
良
く
、
十
数
年
ぶ
り
に
出
席
し
て
下
さ
っ

た
堀
さ
ん
、
今
年
も
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
に

初
参
加
と
な
る
女
性
会
員
が
出
席
し
て
下
さ

る
な
ど
総
勢
17
名
と
い
う
出
席
者
数
は
、
実

に
18
年
ぶ
り
と
い
う
喜
び
と
笑
い
声
に
満
ち

溢
れ
た
集
い
に
な
り
ま
し
た
！

　

食
後
は
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
２
次
会
会

場
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
へ
！
関
西
工
芸
会
参
加
者

の
皆
様
は
よ
く
食
べ
よ
く
飲
み
よ
く
笑
う
、

会
を
重
ね
る
毎
に
元
気
に
逞
し
く
な
っ
て
い

く
姿
に
１
番
若
輩
の
私
が
元
気
を
貰
っ
て
お

り
ま
す
！

　

こ
の
記
事
を
見
た
現
役
の
学
生
や
卒
業
生

が
歴
史
深
い
関
西
工
芸
会
・
中
京
工
芸
会
の

存
在
を
知
り
、
進
学
や
転
勤
や
結
婚
な
ど
の

機
会
で
来
る
折
に
は
思
い
出
し
て
頂
き
、
築

地
工
芸
会
に
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
頂
け

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
初
め
て
来
る
見

ず
知
ら
ず
の
土
地
に
も
母
校
と
深
い
絆
で
結

ば
れ
た
温
か
い
先
輩
達
が
沢
山
お
り
ま
す

よ
！

　

今
年
の
開
催
は
11
月
４
日
㈯
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

関
西
工
芸
会
事
務
局　

ハ
イ
ジ
ュ
エ
リ
ー
職
人

�

松
田　

健

●
支
部
だ
よ
り

関西工芸会の集い

2月3日　恒例の節分会

第53回中京工芸会総会
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石
井
比
功
次
さ
ん
（
昭
和
34
・
Ａ
卒
）

東
京
貴
金
属
工
芸
品
工
業
協
同
組
合
主
催

第
１
０
６
回
「
貴
金
属
宝
飾
品

装
身
具
創
作
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

お
い
て
好
成
績
を
収
め
る

　

２
０
１
６
年

９
月
27
日
、
東

京
貴
金
属
工
芸

品
工
業
協
同
組

合
主
催　

第
１

０
６
回
「
貴
金
属
宝
飾
品
装
身
具
創
作
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
同
組
合
会
館
の
特
別
会
場
で
行

わ
れ
、
昭
和
34
年
Ａ
科
卒
の
石
井
比
功
次
氏

が
東
京
都
知
事
賞
を
は
じ
め
、
東
京
商
工
会

議
所　

会
頭
賞
等
を
受
賞
し
、
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

石
井
比
功
次
さ
ん
受
賞
歴

１
９
７
０
年　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

２
０
０
６
年　

卓
越
技
能
章

（
現
代
の
名
工
）

受
賞

２
０
０
７
年　

黄
綬
褒
章
受
章

他
、
内
閣
総
理

大
臣
賞
（
日
宝

連
創
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
）
５
回

な
ど

か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
っ
て
作
品
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。

尾
形
あ
さ
ひ
さ
ん
（
平
成
26
・
Ａ
卒
）

第
54
回
技
能
五
輪
山
形
大
会
で

�

上
位
入
賞

　

２
０
１
６
年
10
月
22
日
㈯
～
23
日
㈰
、
第

54
回
技
能
五
輪
山
形
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
Ａ
科
Ｏ
Ｂ
の
尾
形
あ
さ
ひ
さ
ん
（
平
成

26
年
卒
）
は
、
山
形
県
立
産
業
技
術
短
期
大

学
校
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
た
『
貴
金
属
装

身
具
職
種
』
の
競
技
に
出
場
、
２
日
間
の
競

技
に
挑
み
、
見
事
に
上
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

区
民
芸
術
祭
２
０
１
６　

Ｏ
美
術
館
開
館
30

年
記
念
企
画
展
と
し
て
２
０
１
６
年
10
月
15

日
～
11
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
月

15
日
に
は
開
会
式
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
来
館

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｏ
美
術
館
の
紹
介
状
に
は
、
長
谷
川
さ
ん

の
業
績
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。（
以
下
、
紹
介
状
よ
り
一
部
抜
粋
）

　

長
谷
川
栄
は
、
東
京
藝
術
大
学
で
彫
金
を

学
び
、
卒
業
後
は
東
京
国
立
博
物
館
員
と
し

て
研
究
職
に
従
事
、
１
９
６
８
～
69
年
に
は

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
招
聘
に
よ
り
ル
ー
ヴ
ル
美

術
館
大
学
に
留
学
す
る
と
い
う
貴
重
な
機
会

を
得
て
、「
ミ
ュ
ー
ゼ
オ
ロ
ジ
イ
」
と
称
す

る
独
自
の
美
術
館
学
論
を
展
開
、
そ
の
分
野

の
第
一
人
者
と
し
て
80
年
に
は
棚
橋
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

美
術
館
学
を
は
じ
め
と
し
て
評
論
、
工
芸

史
な
ど
の
多

数
に
及
ぶ
研

究
者
と
し
て

の
一
面
を
持

ち
な
が
ら
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
な
ど
の
金

属
を
用
い
た

抽
象
的
彫
金

作
品
で
藝
大

在
学
中
よ
り

注
目
さ
れ
、

現
在
に
至
る

ま
で
、
金
属

の
特
性
を
生

◎
個
展

Ｏ
美
術
館　

開
館
30
年
記
念
企
画
展

長
谷
川　

栄
（
昭
和
21
・
Ａ
卒
）

─
光
の
バ
ラ
ー
ド
・
宇
宙
詩
─

Ｏ
美
術
館
（
大
崎
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
２
号
館
）

　

昭
和
21
年
Ａ
科
卒
の
長
谷
川
栄
さ
ん
の
個

展
―
光
の
バ
ラ
ー
ド
・
宇
宙
詩
―
が
、
品
川

●
校
友
の
活
躍

会場で長谷川さん

大勢の来場者が作品を鑑賞

長谷川さんの作品

尾形あさひさんと作品

東京都知事賞　可動式ペンダントブローチ

開会式・テープカット

石井比功次さん
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都
立
工
芸
高
校

デ
ザ
イ
ン
科

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
展
示
会

お
と
な
の
工
芸
祭

二
〇
一
六

　

神
田
神
保
町

　

Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ

　

福
果

◎
個
展

︱
海
・
山
の
詩
︱

畔
上
八
寿
男
洋
画
展
（
昭
和
48
・
Ｆ
卒
）

　

近
鉄
百
貨
店
橿
原
店
５
階　

美
術
サ
ロ
ン

　

こ
こ
数
年
、
海
・
山
の
作
品
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
母
な
る
海
の
絵
は
、
心
豊
か
に
や

さ
し
く
人
々
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
父

な
る
山
の
絵
は
富
士
山
を
は
じ
め
と
し
て
、

山
々
は
季
節
や
朝
夕
の
変
化
に
よ
っ
て
表
現

意
欲
を
高
め
て
く
れ
ま
し
た
。（
個
展
案
内

状
よ
り
）

清
水
和
男
作
品
展
（
昭
和
40
・
Ｄ
卒
）　

　

武
蔵
野
市
立
吉
祥
寺
美
術
館

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
活
躍
を
紹
介
し
ま

す
。

第
24
回
江
戸
指
物
展

　

玉
川
高
島
屋
５
階
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

江
東
区
無
形
文
化
財
実
演
公
開

亀
戸
梅
屋
敷　

受
け
継
が
れ
る
匠
の
技

こ
う
と
う
の
伝
統
工
芸

　

亀
戸
梅
屋
敷　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

山
田
一
彦
さ
ん
は
、
茶
の
湯
指
物
師
と
し

て
茶
の
湯
指
物
の
実
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

◎
出
品

第
63
回
日
本
伝
統
工
芸
展

　

日
本
橋
三
越
本
店　

本
館
・
新
館

　

７
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
染
織

鈴
木　

ゆ
き
子
氏
（
昭
和
49
・
Ｄ
卒
）

　
　

絣
着
物
「
余
韻
」

松
原　

伸
生
氏
（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）

　
　

長
板
中
形
着
尺
「
汀
文
」

・
金
工

田
口　

壽
恒
氏
（
昭
和
34
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

鍛
赤
銅
花
器

桂　

盛
仁
氏
（
昭
和
39
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

四
十
雀　

帯
留
金
具

大
沼　

千
尋
氏
（
昭
和
45
・
Ａ
卒
）

　
　

接
合
せ
花
器

・
木
竹
工

林　

哲
三
氏
（
昭
和
37
・
Ｆ
卒
）

　
　

欅
砂
磨
黒
拭
漆
刳
皿

須
田　

賢
司
氏
（
昭
和
48
・
Ｆ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

嵌
装
小
箪
笥
「
青
蓮
」

山
田
嘉
丙（
一
彦
）さ
ん
の
活
躍

　

昭
和
36
年
Ｆ
科
卒
の
山
田
一
彦
さ
ん
は
、

江
戸
指
物
師
と
し
て
伝
統
工
芸
を
受
け
継
ぐ

匠
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｖ
の
「
和
風
総
本
家
」
で
も
紹
介
さ
れ

●
校
友
の
活
躍

実演をする山田さん 山田一彦さん

桜島
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●
Ｇ
科　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
作
品
展
示

　

母
校
に
お
け
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
展
示
は
、
Ｇ

科
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
好
評
の
う

ち
に
、
在

校
生
や
た

く
さ
ん
の

来
校
者
に

ご
覧
い
た

だ
き
ま
し

た
。
次
は

Ｍ
科
の
展

示
が
予
定

さ
れ
て
い

ま
す
。

●
２
０
１
６
年
度　

工
芸
祭

　

10
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰
に
、
母
校
に
於
い

て
２
０
１
６
年
度
工
芸
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
も
保
護
者
、
中
学
生
、
卒
業
生
を

は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
来
ら
れ
、
２

日
間
の
来
校
者
は
、
６
３
１
７
人
を
数
え
ま

し
た
。

水
口
咲
展
︱
髹

き
ゅ
う

漆し
つ

の
世
界
︱

�

（
平
成
５
・
Ｄ
卒
）

　

高
松
市　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ｅ
ｎ

◎
出
品

「
カ
タ
チ
の
た
た
ず
ま
い
」
展

　

金
沢
21
世
紀
美
術
館

　

デ
ザ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

水
口
咲
（
平
成
５
・
Ｄ
卒
）

お
椀
展

作
家
に
よ
る
う
る
し
・
お

わ
ん
・
う
つ
わ
展

水
口
咲（
平
成
５
・
Ｄ
卒
）

　

西
武
池
袋
本
店
６
階

　

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎
個
展

鈴
木
ゆ
き
子　

着
物
と
帯
展

�

（
昭
和
49
・
Ｄ
卒
）

　

京
橋　

千
疋
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

鈴
木
ゆ
き
子
さ
ん
が
個
展
を
開
催
し
、
日

本
伝
統
工
芸
展
等
の
入
選
作
品
、
絣
着
物

「
余
韻
」、
吉
野
格
子
絣
着
物
「
春
の
囀
り
」、

細
織
着
物
「
白
山
吹
」
を
は
じ
め
、
着
物
と

帯
の
代
表
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

◎
公
募
作
品
大
賞
受
賞
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

柴
山
七
海

（
定
Ｇ
・
４
年
）

ポ
ス
タ
ー
：

折
久
木
佑
奈

（
全
Ｇ
・
３
年
）

記
念
バ
ッ
ジ
：

小
牧
南
斗

（
全
Ｇ
・
３
年
）

G科　OB・OG展示

個展会場

金沢21世紀美術館デザインギャラリー

鈴木ゆき子さん
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総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
12
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
有
楽
町
駅
に
集
合
し
、
銀
座
の

東
芝
ビ
ル
跡
地
の
東
急
プ
ラ
ザ
を
見
学
し
、

そ
の
後
最
近
の
銀
座
を
感
じ
な
が
ら
、
総
会

会
場
に
行
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
会
長
の
室
谷
さ
ん
が
都
合
悪
く

欠
席
で
し
た
が
、
安
倍
先
輩
の
乾
杯
の
音
頭

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回
は
新
規
メ
ン

バ
ー
が
参
加
さ
れ
、
新
し
い
風
を
感
じ
つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
等
の
話
題

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
年
１
回
の
総
会
で

す
が
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
で
同
窓

の
絆
を
感
じ
る
会
で
、
今
後
の
継
続
意
識
を

確
認
し
た
楽
し
い
会
で
し
た
。

　

閉
会
後
都
合
の
つ
く
方
が
さ
ら
に
場
を
変

え
て
語
ら
い
、
来
年
も
ま
た
、
元
気
に
再
会

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。�

（
松
本　

孝
）

健
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
平
成
28
年
11
月

12
日
に
１
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
が
、
高
円
寺

駅
近
く
の
イ
タ
リ
ア
ン
店
で
開
か
れ
た
。

　

出
席
し
た
の
は
18
名
中
の
13
名
。
昭
和
15

年
か
ら
17
年
生
ま
れ
で
、
世
に
言
う
後
期
高

齢
者
へ
の
仲
間
入
り
世
代
。
現
役
で
仕
事
を

し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
孫
の
世
話
を
し
て

い
る
人
も
い
る
。
健
康
や
体
の
話
、
年
金
の

話
、
自
動
車
運
転
免
許
更
新
で
高
齢
者
講
習

を
受
け
た
話
や
免
許
返
納
を
し
た
人
な
ど
、

話
は
尽
き
な
い
。
懐
か
し
い
昔
話
に
当
時
の

面
影
が
出
る
。
今
回
は
昼
間
の
１
時
30
分
か

ら
開
い
た
の
で
帰
り
時
間
を
気
に
す
る
必
要

は
な
か
っ
た
が
、
１
年
後
の
再
会
を
確
認
し

て
散
会
し
た
。�

（
村
奈
嘉　

義
雄
）

●
東
芝
万
年
会�

平
成
28
年
度
総
会
開
催

　

平
成
28
年
11
月
18
日
㈮
に
銀
座
の
「
が
ん

こ
・
銀
座
四
丁
目
店
」
に
て
東
芝
万
年
会
の

●
昭
和
29
年
定
時
制
Ｍ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

９
月
５
日
、
火
災
消
失
後
再
建
さ
れ
た
老

舗
“
か
ん
だ
や
ぶ
そ
ば
”
で
ク
ラ
ス
会
を
開

催
。
例
年
、
春
、
年
末
２
回
開
催
を
、
高
齢

に
よ
り
年
１
回
と
改
め
た
の
に
我
慢
で
き

ず
、
誰
言
う
と
な
く
、
淋
し
い
、
老
い
先
き

短
い
の
だ
か
ら
回
数
は
多
い
程
良
い
と
言
う

声
が
高
ま
り
、
急
遽
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

総
勢
14
名
、
付
き
添
い
奥
様
４
名
を
含
め
18

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
老
い
て
な
お
元
気
な

集
い
で
し
た
。�

（
田
嶋　

照
郎
）

●
「
え
ふ
13
会
」
ク
ラ
ス
会

　

「
え
ふ
13
会
」
と
は
、
工
芸
高
校
定
時
制

木
材
工
芸
科
第
13
回
卒
業
生
ク
ラ
ス
会
の
名

称
。

　

卒
業
す
る
と
き
は
30
名
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

が
い
た
が
、
そ
の
後
６
名
が
他
界
。
現
在
６

名
が
連
絡
先
不
明
と
な
っ
て
お
り
、
18
名
の

●
辰
巳
会
（
昭
和
23
年
第
二
本
科
卒
）

　

第
31
回
辰
巳
会
は
昨
年
暑
さ
厳
し
い
９
月

９
日
㈮
常
用
店
（
が
ん
こ
上
野
本
店
）
で
開

催
。

　

辰
巳
会
は
第
１
回
か
ら
13
回
ま
で
は
不
定

期
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
常
任
幹

事
を
お
く
事
で
平
成
11
年
第
14
回
以
降
は
毎

年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

歳
の
節
目
の
米
寿
を
迎
え
た
現
今
、
ク
ラ

ス
会
を
毎
年
継
続
で
き
た
の
は
学
び
の
場
、

工
芸
高
校
時
代
に
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
級
友

が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
母
校
に
は
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

年
々
、
参
加
者
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が

現
在
で
は
、
カ
メ
ラ
部
品
の
特
許
を
取
得
さ

れ
経
営
を
さ
れ
て
い
る
方
、
囲
碁
の
塾
を
設

け
ら
れ
て
い
る
方
、
歴
史
あ
る
写
真
館
を
経

営
さ
れ
て
い
る

方
、
上
場
会
社
の

役
員
を
さ
れ
た

方
々
に
限
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

次
回
開
催
は
本

年
９
月
８
日
㈮
で

す
。

　

早
め
に
予
定
さ

れ
て
、
壮
健
に
て

全
員
参
加
を
希
望

し
て
お
り
ま
す
。

�

（
田
代　

智
隆
）

●
ク
ラ
ス
会

辰巳会（昭和23年第二本科卒）

昭和29年定時制M科卒　クラス会

「えふ13会」

東芝万年会平成28年度総会
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行
方
里
奈
子

●
色
彩
検
定
（
冬
期
）

　

２
級　

２
年　

３
名
合
格

　

３
級　

１
・
２
年　

４
名
合
格

D
E

S
IG

N

●�

拓
殖
大
学
工
学
部
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ�

Ｃ
Ｕ
Ｐ�

２
０
１
６　

ア
イ
デ
ア
の
タ
ネ
コ
ン
テ
ス
ト

　

審
査
員
賞　

３
年　

田
上
真
弥　

　

入
選　

３
年　

永
里
玲
子　

根
本
佳
奈
子

　
　
　
　
　
　
　

南
澤
詩
音　

●
文
京
区
冊
子
「
情
報
」

　

表
紙
原
画
採
用　

２
年　

松
枝
暦

　

挿
絵
採
用　

２
年　

谷
口
楓

　
３
年　

伴
聖
菜　

近
藤
な
な
み　

野
口
夏
輝

●
全
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
生
デ
ザ
イ
ン
画
の
部

　

佳
作　

３
年　

田
上
真
弥

●
か
わ
さ
き
産
業
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
２
０
１
６

　

優
秀
賞　

２
年　

伊
木
ひ
づ
る　

松
田
莉
奈

　

入
選　

２
年　

川
原
春
萌
、
佐
久
間
怜
亜

●
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

東
京
都
優
秀
賞　

１
年　

近
藤
左
貴

　

東
京
都
入
選　

１
年　

五
十
嵐
な
な

　

桑
村
実
花　

杉
山
双
葉

　

文
京
区
優
秀
賞　
　
　

１
年　
　

８
名

　

文
京
区
入
選
・
佳
作　

１
年　

計
12
名

●
文
京
区
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞　

２
年　

大
作
萌　

齋
藤
ひ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
翠
南

●��

（
冊
子
）“
翔
”　

専
門
高
校
生
徒
体
験
発

表
文
・
作
文
・
研
究
文
集

　

表
紙
原
画
採
用　

２
年　

佐
藤
日
向
子

●
文
京
シ
ビ
ッ
ク
オ
ペ
ラ「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」

　

チ
ラ
シ
イ
ラ
ス
ト
採
用　

３
年　

遠
井
り
な

　

髙
橋
裕
哉　

川
瑠
夏　

田
村
静
菜

●
第
65
回　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
試
験

　

２
級　

３
年　

１
名
合
格

　

３
級　

２
年　

16
名
合
格

●
基
礎
製
図
検
定　

１
・
２
年　

25
名
合
格

●�

第
36
回　

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
検
定
試
験　

２
級　

３
年　

１
名
合
格

●�

第
37
回　

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
検
定
試
験　

３
級　

２
年　

10
名
合
格

●
第
34
回　

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

資
格
試
験　

３
年　

５
名
合
格

●
色
彩
検
定
（
冬
期
）

　

３
級　

１
・
２
年　

12
名
合
格

G
R

A
P

H
IC

 A
R

T
S

●
第
20
回
全
国
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

　

入
選　

３
年　

奈
良
柚
月

●
同
志
社
女
子
大
学　

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
フ
ォ
ト
コ
ン
’16

」

　

優
秀
賞　

３
年　

飯
島
優

●
第
42
回
全
国
育
樹
祭
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
部
門

　

佳
作　

３
年　

吉
野
遥
香

●
名
古
屋
学
院
大
学
商
学
部
Ｐ
Ｏ
Ｐ
コ
ン
テ
ス
ト

　

総
合
部
門　

優
秀
賞　

３
年　

三
輪
彩
夏

　

奨
励
賞　

３
年　

羽
鳥
愛
美　

横
山
菜
奈

●
「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
の
集
い
」
ポ
ス
タ
ー
部
門

　

最
優
秀
（
採
用
）
２
年　

若
林
望
江

　

優
秀
賞　

２
年　

齋
藤
真
夕　

伊
藤
飛
鳥

●�

第
10
回
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

　

佳
作　

３
年　

岩
切
佑
希　

上
村
大
翔

　

小
牧
南
斗　

佐
藤
さ
く
ら　

佐
藤
悠
太

　

納
田
知
波　

真
嶋
優
衣　

三
國
祐
希

　

優
秀
賞　

２
年　

小
野
菫
子

●�

第
31
回
デ
ザ
イ
ン
甲
子
園
（
全
国
高
等
学

校
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
展
）

　

生
活
用
品
振
興
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞

　

２
年　

伊
藤
聖
樹

　

毎
日
新
聞
社
賞　

３
年　

渡
邊
悠
加

　

西
日
本
新
聞
社
賞　

３
年　

本
間
千
晴

　

福
岡･

大
川
家
具
工
業
会
理
事
長
賞

　

２
年　

高
谷
竜
太

●�

第
８
回　

高
校
生
の
建
築
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

ア
イ
デ
ア
・
コ
ン
ペ

　
最
優
秀
賞
（
文
の
部
門
）
３
年　

須
賀
友
美

　

優
秀
賞
（
文
の
部
門
）
３
年　

石
田
千
夏

●
第
28
回
丹
波
の
森
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ
（
兵
庫
県
知
事
賞
）

　

３
年　

安
原
茜

●�

第
63
回
日
本
大
学
全
国
高
等
学
校
・
建
築

設
計
競
技　

奨
励
賞　

３
年　

本
間
千
晴

●�

建
設
系
高
校
生
作
品
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

２
０
１
６　

家
具
部
門
最
優
秀
賞

　

３
年　

古
岡
ひ
な
の

　

家
具
部
門
審
査
員
特
別
賞

　

３
年　

松
田
航
毅

　

家
具
部
門
Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
特
別
賞

　

３
年　

安
原
茜

　

製
図
部
門
最
優
秀
賞　

３
年　

山
本
美
佳

　

製
図
部
門
優
秀
賞　

３
年　

早
坂
雅
寿

　

模
型
部
門
Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
特
別
賞

　

３
年　

市
川
百
香

●
日
本
工
学
院
×A

utodesk

　
「
第
７
回　

高
校
生
け
ん
ち
く
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

入
賞
決
定　

３
年　

荒
井
健
士
郎

全
日
制

A
R

T
 C

R
A

FT
●
第
45
回
日
本
金
工
展

　
＋21
部
門　

入
選　

石
澤
真
奈

　

白
井
日
和
多
（
27
年
度
卒
業
制
作
）

●
第
７
回
帯
留
め
コ
ン
テ
ス
ト

　

高
校
生
部
門
奨
励
賞　

３
年　

加
藤
由
季

●
基
礎
製
図
検
定

　

１
・
２
・
３
年　

25
名
合
格

●
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
会　

２
年　

26
名
合
格

●
色
彩
検
定
（
冬
期
）　

　

２
級　

２
・
３
年　

１
名
合
格

　

３
級　

２
・
３
年　

４
名
合
格

M
A

C
H

IN
E

 C
R

A
FT

●
色
彩
検
定
（
冬
期
）

　

３
級　

２
年　

３
名
合
格

IN
T

E
R

IO
R

●
第
11
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会（
木
材
加
工
）

　

銀　

賞　

３
年　

古
岡
ひ
な
の

　

敢
闘
賞　

３
年　

小
山
美
葵

●
第
10
回
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

ク
ラ
フ
ト
部
門

　

最
優
秀
賞　

２
年　

武
川
愛
夢

　

優
秀
賞　

２
年　

織
田
晃
史

　

優
良
賞　

３
年　

安
原
茜　

古
岡
ひ
な
の

　

奨
励
賞　

２
年　

有
澤
柊

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
部
門

　

優
秀
賞　

２
年　

伊
藤
聖
樹

　

優
良
賞　

３
年　

野
口
夏
海
、
仁
科
宏
基

　

奨
励
賞　

２
年　

河
野
泰
知

●�

平
成
28
年
度
住
ま
い
の
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト（
高
校
生
部
門
）

母
校
だ
よ
り
1

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
入
賞
者
・
成
績
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２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
・
Ｍ
・
Ｉ
・
Ｇ
・
Ｄ
各
科
の
３
年
間
の

勉
強
の
成
果
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
来
場
者
の
目
を
引
き
付
け
ま
し
た
。
工

芸
卒
業
生
の
将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
、

レ
ベ
ル
の
高
い
卒
展
で
し
た
。

　

奥
澤　
　

稔　

�

副
校
長
・
工
業
（
機
械
）・

全（
荒
川
工
・
全
・
副
校
長
）

　

大
久
保
雅
章　
工
業
（
機
械
）・
全（
中
野
工
・
定
・
昇
任
）

　

奥
出　

昌
子　

英
語
・
全
（
忍
岡
・
全
）

　

伊
藤　

俊
介　

保
健
体
育
・
全（
大
森
・
全
）

　

鈴
木　

頼
彦　
工
業（
機
械
）・
全（
非
常
勤　

工
芸
・
全
）

　

中
根　

順
造　
工
業（
工
芸
）・
全（
再
任
用　

工
芸
・
全
）

　

吉
田　

典
文　

数
学
・
全
（
戸
山
・
全
）

　

友
高　

朗
子　

保
健
体
育
・
全（
砂
川
・
定
）

　

島
崎　
　

泉　
工
業（
工
芸
）・
定（
再
任
用　

工
芸
・
定
）

　

井
上　

優
子　

英
語
・
定
（
小
笠
原
・
全
）

　

松
並　
　

滋　
英
語
・
定（
再
任
用　

工
芸
・
定
）

　

阿
部　

貴
宏　
工
業（
工
芸
）・
定（
総
合
工
科
・
全
）

　

内
田　

由
美　
工
業（
工
芸
）・
定（
六
郷
工
科
・
全
）

　

藤
原　

史
織　
工
業（
工
芸
）・
定（
府
中
西
・
全
）

　

井
出
ま
ゆ
み　
養
護
教
諭
・
定（
再
任
用　

工
芸
・
定
）

○
就
任
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

古
藤　

一
弘　
副
校
長
・
工
業（
機
械
）・
全（
北
豊
島
工
・
全
）

　

宇
田　

洋
子　
工
業（
工
芸
）・
全（
総
合
工
科
・
全
）

　

加
藤　

弘
一　
保
健
体
育
・
全（
六
郷
工
科
・
全
）

　

吉
開　

麻
衣　

数
学
・
全　

（
松
原
・
全
）

　
大
久
保
由
美
子　

保
健
体
育
・
全（
文
京
・
全
）

　

竹
中　

春
菜　
工
業
（
実
習
助
手
）・
全
（
新
規
採
用
）

　

樋
口　

裕
之　
副
校
長
・
定
・
昇
任
（
荒
川
工
・
定
）

　

長
友　

正
実　

英
語
・
定
（
大
崎
・
全
）

　

奥
村　

聡
子　
工
業
（
工
芸
）・
定
（
六
郷
工
科
・
全
）

　

津
隈
は
る
か　
工
業
（
工
芸
）・
定
（
練
馬
工
業
・
全
）

　

宮
内
奈
津
子　
工
業（
工
芸
）・
定（
八
王
子
桑
志
・
全
）

　

増
田　

博
文　
体
育
・
定
・
非
常
勤（
新
宿
山
吹
）

●
卒
展
２
０
１
７

　

２
０
１
７
年
３
月
３
日
～
５
日
、
東
京
都

美
術
館
（
上
野
公
園
内
）
に
お
い
て
「
卒
展

　

３
年　

Ｍ
科
・
石
戸
看　

岩
本
奈
央
哉　

　

川
上
尚
記　

駄
原
耀
司

●
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習　

修
了

　

３
年　

Ｍ
科
・
岩
本
奈
央
哉　

高
橋
一
成

　

福
田
哲
太　

増
田
明　

山
岸
茜

●
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育　

修
了

　

３
年　

Ｍ
科
・
石
戸
看　

岩
本
奈
央
哉　

　

兼
子
蓮
也　

川
上
尚
記　

駄
原
耀
司

●
第
29
回
パ
ソ
コ
ン
利
用
技
術
検
定

　

２
級
合
格　

２
年　

Ａ
科
・
川
本
真
優　

　

國
枝
祐
里　

能
島
諒

●
第
14
回
全
国
高
校
生
付
け
句
コ
ン
ク
ー
ル

　

秀
逸　

２
年　

Ｉ
科
・
三
浦
梨
花

　

入
選
・
優　

２
年　

Ｉ
科
・
佐
藤
亜
蘭　

　

Ｇ
科
・
服
部
奈
々
子

　

入
選　

２
年　

Ｍ
科
・
本
田
宏
治　

　

Ｇ
科
・
内
田
康
平　

後
藤
響

　

３
年　

Ｇ
科
・
町
山
桃

●
第
75
回
計
算
技
術
検
定

　

１
級
合
格　

３
年　

Ｍ
科
・
石
戸
看

　

３
級
合
格　

２
年　

Ｍ
科
・
飯
塚
穂
香

︱
�

母
校
人
事

　

平
成
29
年
度
を
迎
え
、
３
月
31
日
・
４
月

１
日
付
で
次
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

退
職
、
転
任
さ
れ
た
先
生
方
に
は
後
輩
の

ご
指
導
を
頂
き
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

就
任
さ
れ
た
先
生
方
、
後
輩
の
ご
指
導
と

同
窓
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
退
職
（
敬
称
略
）

　

佐
藤　

俊
彦　

副
校
長
・
数
学
・
定

○
転
任
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●�
お
お
し
ま
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
６

　
金
賞
・
富
山
県
知
事
賞　

３
年　

遠
井
り
な

　
奨
励
賞
・
毎
日
新
聞
社
賞　

３
年　

吉
田
萌
菜

●
レ
タ
リ
ン
グ
技
能
検
定

　

３
級
優
秀
賞　

２
年　

大
作
萌

　

山
戸
菜
摘　

白
川
桃
圭

　

２
級　

２
年　

２
名
合
格

　

３
級　

２
年　

33
名
合
格

●
色
彩
検
定
（
冬
期
）

　

２
級　

２
年　

１
名
合
格

　

３
級　

１
・
２
年　

12
名
合
格

定
時
制

●
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
５

　

入
選　

３
年　

Ｉ
科
・
照
下
星
奈

　

佳
作　

３
年　

Ｉ
科
・
室
那
実

●
第
６
回
高
校
生
対
象
コ
ン
テ
ス
ト

「
夢
の
マ
イ
ル
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

最
優
秀
賞　

２
年　

Ｇ
科
・
千
葉
愛
子

　

奨
励
賞　

３
年　

Ｉ
科
・
佐
野
琴
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

室
那
実

　

佳
作　

２
年　

Ｇ
科
・
町
山
桃　

増
田
玲
那

●
第
74
回
計
算
技
術
検
定

　

１
級
合
格　

４
年　

Ｍ
科
・
三
木
麻
莉

　

２
級
合
格　

３
年　

Ｍ
科
・
石
戸
看

　

３
級
合
格　

２
年　

Ｍ
科
・
小
笠
原
翔　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
田
泰
陽

　

４
級
合
格　

２
年　

Ｍ
科
・
飯
塚
穂
香　
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